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米 New York Times は、ニュースルームおよびプロダクト開発チームにおける AI ツールの統合を大幅に拡大している。NYT の事例から AI ツールの効率的かつ安全
な利用方法を学べる。

NYTの事例から学ぶ、効率的で安全なAIツール利用法

https://www.suzukikenichi.com/blog/the-new-york-times-embraces-internal-ai-tools-for-journalism/

米 New York Times（ニューヨーク・タイムズ、以下 NYT）は、ニュースルームおよびプロダクト開発チームにおける AIツールの統合を大幅に拡大しています。その詳細を Semaforが報じています。NYTの AI利用には、僕たちが SEOに AIツールを利用する際の参考になる情報も含まれているので、この記事で紹介します。AIツールの導入とスタッフ研修NYTは、ニュースルームの従業員に向けたAI研修プログラムを開始したことを発表ました。同時に、新たに開発された社内 AIツール「Echo」を導入しました。編集目的での AIの適切な使用方法と不適切な使用方法を示したガイドライン（文書および動画）も NYTは配布しています。また、AIを活用したさまざまなプロダクトがスタッフ向けに提供され、ウェブベースのプロダクト開発や編集アイデアの創出を支援する目的で活用されています。AIに対する NYTの見解生成 AIをジャーナリズムにおける強力なツールと捉えており、ジャーナリストが真実を追求し、世界への理解を深めるという本来の使命を支援するというのが NYTの方針です。機械学習はすでにニュース報道に貢献しており、生成AIはジャーナリスティックな能力をさらに強化する可能性があると NYTは述べています。また、AIを活用することで、デジタル音声記事や多言語翻訳といった機能を通じてコンテンツをより多くの人に届けることができると考えており、AIはあくまで使命を補完するツールであり万能な解決策ではないとの認識です。

米 New York Times（ニューヨーク・タイムズ、以下 NYT）は、ニュースルームおよびプロダクト開発チームにおける AI ツールの統合を大幅に拡大しています。

その詳細を Semafor が報じています。

NYT の AI 利用には、僕たちが SEO に AI ツールを利用する際の参考になる情報も含まれているので、この記事で紹介します。

AI ツールの導入とスタッフ研修

NYT は、ニュースルームの従業員に向けたAI研修プログラムを開始したことを発表ました。

同時に、新たに開発された社内 AI ツール「Echo」を導入しました。

編集目的での AI の適切な使用方法と不適切な使用方法を示したガイドライン（文書および動画）も NYT は配布しています。

また、AI を活用したさまざまなプロダクトがスタッフ向けに提供され、ウェブベースのプロダクト開発や編集アイデアの創出を支援する目的で活用されています。

AI に対する NYT の見解

生成 AI をジャーナリズムにおける強力なツールと捉えており、ジャーナリストが真実を追求し、世界への理解を深めるという本来の使命を支援するというのが  NYT の方針です。

機械学習はすでにニュース報道に貢献しており、生成AIはジャーナリスティックな能力をさらに強化する可能性があると NYT は述べています。

また、AIを活用することで、デジタル音声記事や多言語翻訳といった機能を通じてコンテンツをより多くの人に届けることができると考えており、AI はあくまで使命を補完するツールで

あり万能な解決策ではないとの認識です。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://www.semafor.com/article/02/16/2025/new-york-times-goes-all-in-on-internal-ai-tools
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AIプログラムと具体的な活用例編集およびプロダクトチーム向けに、複数の AIプログラムを NYTは承認しています。これには、次のような AIプロダクトが含まれます。プログラミング支援の GitHub Copilotプロダクト開発向けの Google Vertex AINYT独自の ChatExplorerNotebookLMAmazonの各種 AIツールOpenAIの ChatGPT以外の ※API 法務部の承認が必要また、社内の要約ツール Echoは、長文記事やブリーフィング、インタラクティブコンテンツの要点を抽出するために設計されています。編集スタッフには、次のような用途での AIツールの活用が奨励されています。SEOに最適化された見出しの作成記事の要約作成読者を引きつけるプロモーション用コンテンツの作成編集上の修正提案取材対象への質問や記事のアイデア出しレポートやドキュメントの分析NYTの膨大なアーカイブの検索と分析研修資料では、AIを活用して、スタートアップ企業の CEOへのインタビュー質問を作成したり、ニュースクイズや SNS用コンテンツ、引用カード、FAQを生成したりする例も紹介されているそうです。

AI プログラムと具体的な活用例

編集およびプロダクトチーム向けに、複数の AI プログラムを NYT は承認しています。

これには、次のような AI プロダクトが含まれます。

• プログラミング支援の GitHub Copilot

• プロダクト開発向けの Google Vertex AI

• NYT 独自の ChatExplorer

• NotebookLM

• Amazon の各種 AI ツール

• OpenAI の ChatGPT 以外の API ※法務部の承認が必要

また、社内の要約ツール Echo は、長文記事やブリーフィング、インタラクティブコンテンツの要点を抽出するために設計されています。

編集スタッフには、次のような用途での AI ツールの活用が奨励されています。

• SEO に最適化された見出しの作成

• 記事の要約作成

• 読者を引きつけるプロモーション用コンテンツの作成

• 編集上の修正提案

• 取材対象への質問や記事のアイデア出し

• レポートやドキュメントの分析

• NYT の膨大なアーカイブの検索と分析

研修資料では、AI を活用して、スタートアップ企業の CEO へのインタビュー質問を作成したり、ニュースクイズや SNS 用コンテンツ、引用カード、FAQ を生成したりする例も紹介され

ているそうです。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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AIのプロンプト活用事例NYTの記者向け研修資料では、以下のような AIの実用例が示されています。「Hard Fork」ポッドキャストの各エピソードでAIが言及された回数を調査より簡潔にするための段落のリライトFacebookで NYTの記事をシェアする際のプロモーション文の作成ニュースレター向けに NYTの記事を会話調で要約SEOに適した記事の見出しを 5つ生成シェイクスピアの戯曲の要約連邦政府の報告書を一般向けにわかりやすく要約制約、著作権問題、情報源の保護NYTは、AIの積極的な活用を進める一方で、著作権侵害や情報源の漏洩といったリスクにも慎重な姿勢をとっています。編集スタッフには、次のような使用制限が設けられています。記事のドラフト作成や大幅なリライトには AIを使用しない第三者の著作物（特に機密情報や取材源に関する資料）を AIに入力しない有料コンテンツの回避目的で AIを使用しないAI生成の画像や動画を公開しない（技術のデモ目的で適切にラベル付けする場合を除く）また、NYTの法的保護や情報源の機密性を損なう可能性があるとして、未承認の AIツールの誤使用には慎重な運用を求めています。法的対立NYTは以前から AIに関する編集ガイドラインをウェブサイト上で公開しており、1年以上にわたり社内のパイロットグループで AIを試験運用しています。こうした取り組みが進むなか、現在 NYTは OpenAIとの大規模な法的対立の渦中にあります。NYTのコンテンツを許可なく AIの学習に OpenAIが使用したとして著作権侵害を  NYTが主張する一方で、OpenAIに出資する Microsoft側は、「NYTが技術革新を妨害しようとしている」と反論しています。

AI のプロンプト活用事例

NYT の記者向け研修資料では、以下のような AI の実用例が示されています。

• 「Hard Fork」ポッドキャストの各エピソードでAIが言及された回数を調査

• より簡潔にするための段落のリライト

• Facebook で NYT の記事をシェアする際のプロモーション文の作成

• ニュースレター向けに NYT の記事を会話調で要約

• SEO に適した記事の見出しを 5 つ生成

• シェイクスピアの戯曲の要約

• 連邦政府の報告書を一般向けにわかりやすく要約

制約、著作権問題、情報源の保護

NYTは、AI の積極的な活用を進める一方で、著作権侵害や情報源の漏洩といったリスクにも慎重な姿勢をとっています。

編集スタッフには、次のような使用制限が設けられています。

• 記事のドラフト作成や大幅なリライトには AI を使用しない

• 第三者の著作物（特に機密情報や取材源に関する資料）を AI に入力しない

• 有料コンテンツの回避目的で AI を使用しない

• AI 生成の画像や動画を公開しない（技術のデモ目的で適切にラベル付けする場合を除く）

また、NYT の法的保護や情報源の機密性を損なう可能性があるとして、未承認の AI ツールの誤使用には慎重な運用を求めています。

法的対立

NYT は以前から AI に関する編集ガイドラインをウェブサイト上で公開しており、1 年以上にわたり社内のパイロットグループで AI を試験運用しています。

こうした取り組みが進むなか、現在 NYT は OpenAI との大規模な法的対立の渦中にあります。

NYT のコンテンツを許可なく AI の学習に OpenAI が 使用したとして著作権侵害を NYT が主張する一方で、OpenAI に出資する Microsoft 側は、「NYTが技術革新を妨害し

ようとしている」と反論しています。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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社内の懐疑的な声NYTの経営陣が AI活用に前向きな姿勢を示している一方で、一部の社員からは懸念の声も上がっています。AIの導入により、記者の創造性が損なわれたり、質の低い見出しが増えたり、不正確な情報が生成されたりするのではないかという点を懸念しているのです。また、一部の AI企業に対する不信感も根強いようです。たとえば、AI企業「Perplexity」の CEOが、労働争議中に「AIを使えばストライキ中の NYTの技術者を代替できる」と発言したことが、社内で反発を招きました。NYTの AI利用の主要ポイントNYTの AI利用の現状の主要ポイントをまとめます。戦略的導入：NYTは、プロダクトおよび編集チームを支援するために AIツールを戦略的に導入。ニュースルームのスタッフ向けに AI研修を実施し、独自の AIツール「Echo」を運用。ジャーナリズムの強化：AIを「魔法の解決策」としてではなく、ジャーナリストが真実を追求し、NYTのコンテンツをより多くの人に届けるための支援ツールと位置づけている。複数の AIツールの活用：GitHub Copilot、GoogleのVertex AI、Echoなど、用途に応じて複数の AIプログラムを承認。多様な活用事例：SEOに最適化された見出しの作成、記事要約、プロモーションコンテンツの作成、アイデア出し、リサーチ、文書分析に AIを活用。また、ニュースクイズ、SNSコンテンツ、FAQの作成にも使用を推奨。制限と倫理的配慮：著作権侵害防止や情報源保護のため、AIの使用には制限を設けている。AIを記事の執筆や大幅なリライトに使用すること、著作権のある第三者コンテンツを入力すること、ペイウォールを回避する目的で使用することは禁止。法的背景：NYTは現在、OpenAIを相手取り、コンテンツが無許可で AIの学習に使用されたとして著作権侵害を主張する訴訟を起こしている。この問題は、AIとコンテンツ所有権に関する法的・倫理的な課題を浮き彫りにしている。社内での議論：AIの導入に対して、一部の社員から「ジャーナリストの怠惰を助長する」「不正確な情報を生む可能性がある」といった懸念の声が上がっており、慎重な運用が求められている。サイト運営に AIツールを利用している人も増えているはずです。NYTの事例を、効率的かつ安全な利用に役立てください。

社内の懐疑的な声

NYT の経営陣が AI 活用に前向きな姿勢を示している一方で、一部の社員からは懸念の声も上がっています。

AI の導入により、記者の創造性が損なわれたり、質の低い見出しが増えたり、不正確な情報が生成されたりするのではないかという点を懸念しているのです。

また、一部の AI 企業に対する不信感も根強いようです。

たとえば、AI 企業「Perplexity」の CEO が、労働争議中に「AI を使えばストライキ中の NYT の技術者を代替できる」と発言したことが、社内で反発を招きました。

NYT の AI 利用の主要ポイント

NYT の AI 利用の現状の主要ポイントをまとめます。

• 戦略的導入：NYT は、プロダクトおよび編集チームを支援するために AI ツールを戦略的に導入。ニュースルームのスタッフ向けに AI 研修を実施し、独自の AI ツール「Echo」を運

用。

• ジャーナリズムの強化：AI を「魔法の解決策」としてではなく、ジャーナリストが真実を追求し、NYT のコンテンツをより多くの人に届けるための支援ツールと位置づけている。

• 複数の AI ツールの活用：GitHub Copilot、GoogleのVertex AI、Echoなど、用途に応じて複数の AI プログラムを承認。

• 多様な活用事例：SEO に最適化された見出しの作成、記事要約、プロモーションコンテンツの作成、アイデア出し、リサーチ、文書分析に  AI を活用。また、ニュースクイズ、SNS コン

テンツ、FAQ の作成にも使用を推奨。

• 制限と倫理的配慮：著作権侵害防止や情報源保護のため、AI の使用には制限を設けている。AI を記事の執筆や大幅なリライトに使用すること、著作権のある第三者コンテンツを入

力すること、ペイウォールを回避する目的で使用することは禁止。

• 法的背景：NYT は現在、OpenAI を相手取り、コンテンツが無許可で AI の学習に使用されたとして著作権侵害を主張する訴訟を起こしている。この問題は、AI とコンテンツ所有

権に関する法的・倫理的な課題を浮き彫りにしている。

• 社内での議論：AI の導入に対して、一部の社員から「ジャーナリストの怠惰を助長する」「不正確な情報を生む可能性がある」といった懸念の声が上がっており、慎重な運用が求めら

れている。

サイト運営に AI ツールを利用している人も増えているはずです。

NYT の事例を、効率的かつ安全な利用に役立てください。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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Google アプリへの AI モード搭載の準備も Google は進めているようだ。

Google、モバイルアプリにAIモード搭載を準備中か？

https://www.suzukikenichi.com/blog/google-seems-to-be-preparing-for-ai-mode-on-mobile-app/

Google検索から AIチャット機能にダイレクトにアクセスできる AIモードの社内テストが始まったことを先日お伝えしました。これと並行して、Googleアプリへの AIモード搭載の準備も Googleは進めているようです。開発中バージョンに AIモードの痕跡Android 16 Beta 2の Pixelランチャーのファイルを Authority Authorityが分析したところ、AIモードのショートカットアイコンと思われるものを発見しました。虫メガネに四芒星（しぼうせい、先端が4つの星）が付いた Googleカラーのアイコンです。下の検索バーは、こんなふうなデザインになるのではないかと予想して Authority Authorityが作成したモックです。この四芒星付き虫メガネアイコンをタップすると AIモードが起動するのだろうと想像できます。Authority Authorityは、さらに、Googleアプリの最新ベータ版 (version 16.6.23)のファイルも分析しました。するとホーム画面に、AIモードと思われるショートカットを見つけました。

Google 検索から AI チャット機能にダイレクトにアクセスできる AI モードの社内テストが始まったことを先日お伝えしました。

これと並行して、Google アプリへの AI モード搭載の準備も Google は進めているようです。

開発中バージョンに AI モードの痕跡

Android 16 Beta 2 の Pixel ランチャーのファイルを Authority Authority が分析したところ、AI モードのショートカットアイコンと思われるものを発見しました。

虫メガネに四芒星（しぼうせい、先端が4つの星）が付いた Google カラーのアイコンです。

下の検索バーは、こんなふうなデザインになるのではないかと予想して Authority Authority が作成したモックです。

この四芒星付き虫メガネアイコンをタップすると AI モードが起動するのだろうと想像できます。

Authority Authority は、さらに、Google アプリの最新ベータ版 (version 16.6.23) のファイルも分析しました。

するとホーム画面に、AI モードと思われるショートカットを見つけました。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://www.suzukikenichi.com/blog/google-begins-internal-testing-of-ai-mode-in-search/
https://www.androidauthority.com/pixel-launcher-ai-mode-shortcut-3526598/
https://www.androidauthority.com/google-app-home-page-shortcuts-apk-3526968/
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Google アプリへの AI モード搭載の準備も Google は進めているようだ。

Google、モバイルアプリにAIモード搭載を準備中か？
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左のスクリーンショットは現行バージョンです。

検索バーの下に 4 つのショートカットがあります。

どれも Google レンズの機能を呼び出します。

一方、真ん中と右のスクリーンショットは、ベータ版のホーム画面のものです（真ん中はライトモード、右はダークモード）。

ショートカットが 3 つに減っています。

左が、AI モードへのショートカットではないかと推測されます（真ん中は音声検索、右は Google レンズのショートカット）。

このデザインは Gemini Live のショートカットに酷似しています。

https://support.google.com/gemini/answer/15274899
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Google アプリへの AI モード搭載の準備も Google は進めているようだ。

Google、モバイルアプリにAIモード搭載を準備中か？
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ショートカットの名称は「Search Live」になっているそうです。

「AI Mode」ではありませんが、AI チャット機能を呼び出すものと思われます。

ショートカットの名称は「Search Live」になっているそうです。

「AI Mode」ではありませんが、AI チャット機能を呼び出すものと思われます。

5 月 20 〜 21 日に開催される Google I/O で Google は AI モードを発表するのではないかとの憶測もあります。

どうなることでしょうか？

https://io.google/2025/
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クロールを早める魔法のような裏技はない。重要なのは「一貫した高品質なコンテンツ」「独自性」「サイト全体での高い付加価値」

検索エンジンのクロールを早める魔法の裏技はない、クロール促進に必要な要素は？

https://www.suzukikenichi.com/blog/there-is-no-magic-trick-to-fast-crawling/

クロールを早める魔法のような裏技はない

Google の John Mueller（ジョン・ミューラー）氏はこのように言い切りました。

クロール促進に必要な要素

あるニュースサイトの管理者にミューラー氏が Bluesky で次のように質問されました。

世界、国内、地域の速報を配信する大手ニュース機関に勤務しています。

「Last Modified (lastmod)」タグをニュースサイトマップに含めても、Google が更新記事を再クロールするのに時間がかかり、検索結果に古い情報が表示される問題に直面し

ています。

何か解決策はありますか？

ミューラー氏はこう回答します。

クロールを早める魔法のような裏技はない。

Google のシステム（そして実際にはすべての検索エンジン）は、一貫した高品質なコンテンツ、独自性、サイト全体での高い付加価値を通じて学習する。そのうえで、技術的な基盤が

クロールの速度を妨げないことが、より迅速なクロールの助けになる可能性はある。

永続的なショートカットというものはない。

https://bsky.app/profile/sande3p.bsky.social/post/3lielkqv3em2h
https://bsky.app/profile/johnmu.com/post/3lieqkpkd3k2n
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クロールを早める魔法のような裏技はない。重要なのは「一貫した高品質なコンテンツ」「独自性」「サイト全体での高い付加価値」

検索エンジンのクロールを早める魔法の裏技はない、クロール促進に必要な要素は？

https://www.suzukikenichi.com/blog/there-is-no-magic-trick-to-fast-crawling/

クロールを促進できる近道は存在せず、次の要素が不可欠だとミューラー氏は説きます。

• 一貫した高品質なコンテンツ

• 独自性

• サイト全体での高い付加価値

ニュースサイトに限らずあらゆるサイトに当てはまるし、これまでに何度も言われてきたことです。

目新しくはありません。

それでも、結局はこれにつきます。

「クロールする価値があるコンテンツかどうか」が大前提です。

検索結果に表示するい値しないコンテンツをクロールするのは単純に、リソースの無駄づかいです。

この前提を満たしたのち、技術的な要素が関わってきます。

たとえば、次のような要素です。

• URL を発見しやすい内部リンク構造

• サイトマップ

• Googlebot のクロールを処理できるサーバーおよびネットワークの性能（大規模サイトの場合）

クロール、インデックスされない問題に関係する記事はこのブログで幾度となく取り上げてきました。

見直すのもいいでしょう。

https://www.suzukikenichi.com/blog/tag/index/
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Google検索におけるコンテンツ品質は 4 つの要素を満たしている必要がある。

Google検索のコンテンツ品質における4本の柱とは？

https://www.suzukikenichi.com/blog/4-pillars-of-quality-in-google-search/

2025年 2月 18日にブラジル・サンパウロで、Search Central Liveを Googleは開催しました。このイベントで、Search Quality Analyst（検索品質アナリスト）の Cherry Prommawin（チェリー・プロマウィン）氏は、コンテンツ品質の 4本の柱として次の 4つの要素を説明したとのことです。EffortOriginalityTalent or SkillAccuracyこの記事では、プロマウィン氏が取りあげた「コンテンツ品質の 4本の柱」についてみていきます。

2025 年 2 月 18 日にブラジル・サンパウロで、Search Central Live を Google は開催しました。
このイベントで、
Search Quality Analyst（検索品質アナリスト）の Cherry Prommawin（チェリー・プロマウィン）氏は、コンテンツ品質の 4 本の柱として次の 4 つの要素を説明したとのことで
す。

• Effort
• Originality
• Talent or Skill
• Accuracy

この記事では、プロマウィン氏が取りあげた「コンテンツ品質の 4 本の柱」についてみていきます。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://developers.google.com/search/blog/2025/01/search-central-live-brazil
https://developers.google.com/search/blog/authors/cherry-prommawin?hl=en


10

Google検索におけるコンテンツ品質は 4 つの要素を満たしている必要がある。

Google検索のコンテンツ品質における4本の柱とは？

https://www.suzukikenichi.com/blog/4-pillars-of-quality-in-google-search/

検索品質評価ガイドラインからの引用新しい情報に思う人いるかもしれませんが、「コンテンツ品質の 4本の柱」という言葉こそ使っていないものの、これらの 4要素は品質評価ガイドラインからの引用です。この記事を書いている時点での最新版では、「3.2 Quality of the Main Content」セクションが該当します。評価ガイドラインを読み込んでいる人は思い出したかもしれません。思い出した人も知らなかった人も良い機会なので、「コンテンツ品質の 4本の柱」について一緒に確認しましょう。直訳を読むには生成 AIを使ってもらうとして、読みやすいように体裁を整えて若干の意訳も交えて、評価ガイドラインの「3.2 Quality of the Main Content」セクションを日本語訳します。

検索品質評価ガイドラインからの引用

新しい情報に思う人いるかもしれませんが、「コンテンツ品質の 4 本の柱」という言葉こそ使っていないものの、これらの 4 要素は品質評価ガイドラインからの引用です。
この記事を書いている時点での最新版では、「3.2 Quality of the Main Content」セクションが該当します。

評価ガイドラインを読み込んでいる人は思い出したかもしれません。

思い出した人も知らなかった人も良い機会なので、「コンテンツ品質の 4 本の柱」について一緒に確認しましょう。
直訳を読むには生成 AI を使ってもらうとして、読みやすいように体裁を整えて若干の意訳も交えて、評価ガイドラインの「3.2 Quality of the Main Content」セクションを日本
語訳します。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
https://static.googleusercontent.com/media/guidelines.raterhub.com/en/searchqualityevaluatorguidelines.pdf
https://www.suzukikenichi.com/blog/google-updated-search-quality-raters-guidelines-reflecting-new-spam-policy/
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Google検索におけるコンテンツ品質は 4 つの要素を満たしている必要がある。

Google検索のコンテンツ品質における4本の柱とは？

https://www.suzukikenichi.com/blog/4-pillars-of-quality-in-google-search/

メインコンテンツの品質メインコンテンツ (MC)の品質は、ページ品質 (PQ)評価において最も重要な考慮事項の一つです。MCは、ページがその目的をどの程度達成しているかを判断するうえで、大きな役割を果たします。MCの品質を評価する際の統一的なテーマは、MCがページの目的達成にどの程度貢献し、満足のいくユーザー体験を提供しているかという点です。ほとんどのページでは、MCの品質は、その作成に費やされた労力（Effort）、独自性（Originality）、才能や技術（Talent or Skill）の度合いによって判断できます。情報提供ページや YMYL (Your Money or Your Life)関連のページでは、正確性 (Accuracy)や、確立された専門家のコンセンサスとの一貫性が重要になります。■MCの品質評価における 4つの要素労力（Effort）人間が満足のいくコンテンツを作成するために、どの程度積極的に関与したかを考慮します。労力は直接的なもの（例：詩を別の言語に翻訳すること）もあれば、ページ機能の設計や、ウェブページを支えるシステムの構築など、間接的なものもあります（例：機械翻訳サービスを　　　　提供するページの開発）。一方で、既存の自由に利用できるコンテンツを機械翻訳ソフトに通して自動生成した何千ものページは、監督や手作業でのキュレーションがなければ、労力がかかったとはみなされません。ソーシャルメディアの投稿やフォーラムの議論では、参加の度合いや会話の深さが労力の指標となります。複数の個人が貢献することで、総合的に大きな人間の労力が投入される場合もあります。独自性（Originality）コンテンツが他のウェブサイトにはない、独自でオリジナルなものであるかを考慮します。類似のコンテンツが他のウェブサイトにも存在する場合、そのページが元の情報源であるかどうかを確認します。才能や技術（Talent or Skill）コンテンツが十分な才能や技術によって作成されているかを考慮します。訪問者にとって満足のいく体験を提供できるかどうかが重要です。正確性（Accuracy）情報提供ページでは、コンテンツの事実的な正確性を考慮します。YMYL関連のページでは、正確性だけでなく、確立された専門家のコンセンサスと一致しているかどうかが重要です。■MCの品質評価に影響を与える要素ページの目的、トピック、ウェブサイトの種類によって、MCの品質評価の基準は異なります。医療情報の場合、確立された専門家のコンセンサスとの一貫性が重要です。ハウツー動画では、技術的なスキルが重視されます。芸術表現では、才能や独自性が求められます。短い SNS動画とストリーミングサービスのプロによるドキュメンタリーでは求められる労力の水準は異なりますが、どちらも目的に応じた十分な労力が必要です。評価するページの種類に応じて、労力、独自性、才能や技術がどのように表れるべきかを考えましょう。

メインコンテンツの品質

メインコンテンツ (MC) の品質は、ページ品質 (PQ) 評価において最も重要な考慮事項の一つです。MC は、ページがその目的をどの程度達成しているかを判断するうえで、大きな役
割を果たします。

MC の品質を評価する際の統一的なテーマは、MC がページの目的達成にどの程度貢献し、満足のいくユーザー体験を提供しているかという点です。ほとんどのページでは、MC の品
質は、その作成に費やされた労力（Effort）、独自性（Originality）、才能や技術（Talent or Skill）の度合いによって判断できます。情報提供ページや YMYL (Your Money or 
Your Life) 関連のページでは、正確性 (Accuracy) や、確立された専門家のコンセンサスとの一貫性が重要になります。

■MC の品質評価における 4 つの要素
労力（Effort）
人間が満足のいくコンテンツを作成するために、どの程度積極的に関与したかを考慮します。
• 労力は直接的なもの（例：詩を別の言語に翻訳すること）もあれば、ページ機能の設計や、ウェブページを支えるシステムの構築など、間接的なものもあります（例：機械翻訳サービスを

提供するページの開発）。
• 一方で、既存の自由に利用できるコンテンツを機械翻訳ソフトに通して自動生成した何千ものページは、監督や手作業でのキュレーションがなければ、労力がかかったとはみなされま

せん。
• ソーシャルメディアの投稿やフォーラムの議論では、参加の度合いや会話の深さが労力の指標となります。複数の個人が貢献することで、総合的に大きな人間の労力が投入される場

合もあります。

独自性（Originality）
• コンテンツが他のウェブサイトにはない、独自でオリジナルなものであるかを考慮します。
• 類似のコンテンツが他のウェブサイトにも存在する場合、そのページが元の情報源であるかどうかを確認します。

才能や技術（Talent or Skill）
• コンテンツが十分な才能や技術によって作成されているかを考慮します。
• 訪問者にとって満足のいく体験を提供できるかどうかが重要です。

正確性（Accuracy）
• 情報提供ページでは、コンテンツの事実的な正確性を考慮します。
• YMYL関連のページでは、正確性だけでなく、確立された専門家のコンセンサスと一致しているかどうかが重要です。

■MC の品質評価に影響を与える要素
ページの目的、トピック、ウェブサイトの種類によって、MC の品質評価の基準は異なります。

• 医療情報の場合、確立された専門家のコンセンサスとの一貫性が重要です。
• ハウツー動画では、技術的なスキルが重視されます。
• 芸術表現では、才能や独自性が求められます。
• 短い SNS 動画とストリーミングサービスのプロによるドキュメンタリーでは求められる労力の水準は異なりますが、どちらも目的に応じた十分な労力が必要です。

評価するページの種類に応じて、労力、独自性、才能や技術がどのように表れるべきかを考えましょう。

https://ipullrank.com/google-algo-leak
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Google検索におけるコンテンツ品質は 4 つの要素を満たしている必要がある。

Google検索のコンテンツ品質における4本の柱とは？

https://www.suzukikenichi.com/blog/4-pillars-of-quality-in-google-search/

■MCの評価プロセス各ページを評価する際は、結論を出す前に MCを注意深く確認してください。記事を読む、動画を視聴する、画像を確認する、計算ツールを使用する、オンラインゲームをプレイするなど、ページの機能を実際に試してみましょう。MCにはページの機能も含まれるため、例えば商品ページならショッピングカートが正常に機能するか試す、オンラインゲームなら実際にプレイしてみるといった検証を行います。ページのトピックや機能、目的に強い関心を持つユーザーになったつもりで、MCがどの程度満足のいくものであるかを考えてください。■高品質・低品質の MCの多様性MCの品質は、形式（テキスト、音声、動画、画像）や長さ（短編動画、長編ドキュメンタリー）を問わず、高品質なものもあれば低品質なものもあります。小規模な個人サイトから大企業のウェブサイト、フォーラムやソーシャルメディア、金融取引を扱うサイトまで、あらゆる種類のウェブサイトに高品質・低品質のコンテンツが存在します。そのページが目的を達成できているか、MCがユーザーにとって満足のいくものであるかを慎重に考えましょう。管理サイトのコンテンツが 4本の柱を満たしているかどうかを定期的にチェックするのもいいでしょう。また、コアアップデートで順位が下がったときは改善策の手がかりとして利用することもできます。 

■MC の評価プロセス
各ページを評価する際は、結論を出す前に MC を注意深く確認してください。

• 記事を読む、動画を視聴する、画像を確認する、計算ツールを使用する、オンラインゲームをプレイするなど、ページの機能を実際に試してみましょう。
• MC にはページの機能も含まれるため、例えば商品ページならショッピングカートが正常に機能するか試す、オンラインゲームなら実際にプレイしてみるといった検証を行います。
• ページのトピックや機能、目的に強い関心を持つユーザーになったつもりで、MC がどの程度満足のいくものであるかを考えてください。

■高品質・低品質の MC の多様性
MC の品質は、形式（テキスト、音声、動画、画像）や長さ（短編動画、長編ドキュメンタリー）を問わず、高品質なものもあれば低品質なものもあります。

• 小規模な個人サイトから大企業のウェブサイト、フォーラムやソーシャルメディア、金融取引を扱うサイトまで、あらゆる種類のウェブサイトに高品質・低品質のコンテンツが存在します。
• そのページが目的を達成できているか、MC がユーザーにとって満足のいくものであるかを慎重に考えましょう。

管理サイトのコンテンツが 4 本の柱を満たしているかどうかを定期的にチェックするのもいいでしょう。
また、コア アップデートで順位が下がったときは改善策の手がかりとして利用することもできます。

https://ipullrank.com/google-algo-leak


13

Web担当者Forum の連載コーナー「海外&国内SEO情報ウォッチ」を更新。「EC サイトで、商品詳細ページがクロールされているのにインデックスされない！」そんなあ
なたに、業界屈指の SEO 専門家がトラブルシューティング手順をアドバイス。

ECサイトで商品詳細ページがインデックスされないときの対処方法【海外＆国内SEO情報ウォッチ】

https://www.suzukikenichi.com/blog/seowatch202502221/

Web担当者Forum の連載コラム、「海外&国内SEO情報ウォッチ」を更新しました。

今週のピックアップはこちらです。

• ECサイトで商品詳細ページがインデックスされないときの対処方法

ほかにも、ウェブサイト運営や SEO に役立つ、次のような情報を取り上げました。

• グーグル「2025年はオリジナリティに焦点を当てるよ！」

• 著作権年の更新くらいでサイトマップlastmodを使わないで！ グーグルが注意

• 6割以上のサイトがAIからのトラフィックを獲得【3000サイトの分析から】

• SCで「URL は Google に認識されていません」としてマークされたページはクロール優先度が低いのか？

• グーグル検索からのYouTubeトラフィックはわずか1%未満!?

• グーグル検索トラフィックをLooker Studioでモニタリングする

• 多発するrobots.txtとnoindexの併用トラブル、原因はグーグル側？ サイト側？

• hreflangでプロトコル相対URLを使えるか？

• SEOの最終目標は指名検索を増やすこと、ビッグキーワードでの1位ではない！

こちらからどうぞ。

• ECサイトで商品詳細ページがインデックスされないときの対処方法【SEO情報まとめ】

https://webtan.impress.co.jp/
https://webtan.impress.co.jp/l/3723
https://webtan.impress.co.jp/e/2025/02/21/48681
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